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※この製品は施設園芸用です。.
他の用途には使用しないでください。

工 事 編

（灯油焚）

取扱説明書

◇◆お客様へ◆◇

このたびはネポン小型温風機をお買い上げいただき

まして、まことにありがとうございます。

この製品を安全に正しく使用していただくため、･

お使いになる前にこの「取扱説明書」をよくお読み

になり、十分に理解してください。

なお、「取扱説明書」はいつでも見られるところに･

大切に保管してください。

◇◆取付工事をされる方へ◆◇

工事を始める前に必ず「工事編」をお読みください。

工事完了後、必ずこの「取扱説明書」をお客様に･

お渡しください。

◇◆製品保証◆◇

「保証書」は別途添付しています。

「取扱説明書」とともに、大切に保管してください。
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●ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ.

正しくお使いください。

●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですから、必ず守ってください。

●表示と意味は、次のようになっています。

※物的損害とは、業務用施設や栽培物および動植物にかかわる拡大損害を意味します。

●図記号の意味は、次のようになっています。

△は、注意（危険、警告を含む）を示します。

具体的な注意内容は、△の中や近くに絵や文章で示します。

左図の場合は「回転注意」を示します。

は、禁止（してはいけないこと）を示します。

具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や文章で示します。

左図の場合は「分解禁止」を示します。

●は、強制（必ずすること）を示します。

具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。

左図の場合は「アース工事をすること」を示します。

分解禁止

アース工事.
をすること

回転注意

このマークの中の数字は、関連事項ページを示します。

安全上のご注意

１２
ページ

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が

切迫して生じることが想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が

想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負ったり、

物的損害※の発生が想定される内容を示します。

ネポン指定以外の部品などの取り付けについて

ネポン指定以外の部品などの取り付けおよび使用は、製品の性能を損ねる改造行為と.

なります。

改造行為を行った場合、当社は保証期間内でも製品に関するいっさいの責任は負いません。

ネポン指定以外の部品などの使用による事故、機器の故障およびその他のトラブルなど

は、すべてお客様の責任の範囲で処置いただくこととなります。

警告

注意

危険

取 扱 編
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取扱編

お
読
み
く
だ
さ
い

 警告

取
り
扱
い
上
の
ご
注
意

油漏れがある場合は機器の使用を中止し、

工事業者に連絡すること

火災のおそれがあります。

屋内排気は絶対にしないこと

屋内に排気すると運転中に

排ガスが充満して.

危険です。

排ガス漏れがあるときは使用しないこと

煙突が外れていたり

穴があいていたりすると、

運転中に排ガスが屋内に

漏れて危険です。

煙突がつまったり、ふさがったままで

使用しないこと

閉そくしていると

運転中に排ガスが

屋内に漏れて危険です。

スプレー缶などを温風のあたるところに

放置しないこと

熱で缶内の圧力が上がり、

爆発するおそれがあります。

周辺に危険物を近づけないこと

火災や爆発のおそれが

あります。

周辺に可燃物を近づけないこと

火災のおそれがあります。

制御盤内のコントローラ短絡スイッチは、

常に｢平常｣側にしておき、販売店や･

ネポンサービスマンの

指示以外は絶対に

手を触れないこと

火災のおそれがあります。

安
全
上
の
ご
注
意

 危険
取
り
扱
い
上
の
ご
注
意

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないこと

火災の原因になります。

ガソリン厳禁

油漏れ時
使用禁止

屋内排気禁止

煙突の閉そく
厳禁

排ガス漏れ
危険

危険物近接厳禁

可燃物近接厳禁 操作禁止

スプレー缶
厳禁
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 警告

取
り
扱
い
上
の
ご
注
意

移設する場合は、必ずお買い上げの

販売店、またはお近くのネポン営業所

に連絡すること

設置に不備があると

感電や火災の原因に

なります。

工事は、必ずお買い上げの販売店

または工事業者に依頼すること

設置に不備があると

感電や火災の原因に

なります。

施設園芸用以外に使用しないこと

この機械は施設園芸用です。

他の用途には使用しない

でください。

故障や事故のおそれが.

あります。

据え付け工事が正しくされているか

確認すること

不備があると感電や火災の

原因になります。

安全上のご注意（つづき）

 注意

取
り
扱
い
上
の
ご
注
意

変質した灯油は、使用しないこと

異常燃焼のおそれが

あります。

室温サーミスタリード線と他の電気配線は、

いっしょに結束しないこと

誤動作をおこすおそれが

あります。

換気扇を同時運転させないこと

不完全燃焼のおそれが

あります。

吹出口は正しく取り付け、ふさがずに

すべて使用すること

機器の性能や寿命を損なう

おそれがあります。

燃焼用空気を確保すること

不完全燃焼のおそれが.

あります

油配管中のエア抜きは、完全に

エアが出なくなるまで

確実に行うこと

不着火のおそれが

あります。

専門業者に
連絡

専門業者

転用禁止 施工確認

変質灯油
使用禁止

他配線との
結束禁止

換気扇
同時運転禁止

ダクト施工注意

エア抜き実施燃焼用空気確保
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取扱編

お
読
み
く
だ
さ
い

 注意

取
り
扱
い
上
の
ご
注
意

ぬれた手で、スイッチなどを

操作しないこと

感電のおそれが

あります。

運転中および運転停止直後は

電源を切らないこと

運転を停止させても送風機

が停止するまでは電源を切

らないでください。

暖房運転後すぐに元電源を

切りますと本体表面が高温

になり、やけどの原因にな

ります。

燃焼中や消火直後は、高温部・煙突に

手などふれないこと

やけどのおそれが

あります。

農薬や水をかけないこと

感電、機器の故障の原因や

機器の寿命を損なうおそれ

があります。

高湿度の場所で使用しないこと

機器が常時ぬれたり

結露したりするような

高湿度状態で使用すると、

漏電する危険があります。

高温度になる場所で使用しないこと

燃焼中に機器周辺が４０℃

以上になるような場所で使

用しないでください。

故障や誤動作のおそれがあ

ります。

雷が発生しているときは、電源配電盤

の元スイッチを切ること

機器損傷のおそれが

あります。

日常の点検や掃除は必ず行うこと

異常燃焼や不着火の

おそれがあります。

不着火ランプや注意ランプが点灯した

場合は、この取扱説明書に従った

対処を行うこと

そのまま使用しますと、

事故や機器の故障を起こ

すおそれがあります。

分解・修理・改造はしないこと

感電やけが、火災の

おそれがあります。

安
全
上
の
ご
注
意

ぬれ手禁止 運転時電源遮断
禁止

高温部
接触禁止

水ぬれ禁止

高湿度使用禁止 高温度使用禁止

電源切る 日常点検

警報確認 分解禁止
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安全上のご注意（つづき）

 注意

取
り
扱
い
上
の
ご
注
意

点検や掃除は、運転スイッチを「停止」

にし、元電源を切り、送油バルブを

閉じてから行うこと

油漏れや感電のおそれが.

あります。

定期的に点検・整備を受けること

長期間、ご使用になりますと、

機器の点検が必要となります。

シーズン終了後に、お買い上.

げの販売店またはお近くのネ.

ポン営業所にご依頼ください。

異常（異音・異臭）を感じたときは･

使用を中止し、元電源を切り、

お買い上げの販売店または工事業者に

連絡すること

異常のまま使用すると.

感電や火災のおそれが

あります。

シーズンオフは元電源を切ること

感電や動作不良のおそれが

あります。

シーズンオフは煙突を外して保管する

こと

故障するおそれが

あります。

廃棄は専門業者へ依頼すること

廃棄する場合は必ず専門業

者へ依頼してください。

絶対に投棄などは、しない

でください。

譲渡のときは取扱説明書を添付すること

お使いになっている製品を他に売ったり、譲渡されるときは、新しく所有者と.

なる方が安全な正しい使いかたを知るために、この取扱説明書を目立つところ.

にテープ止めしてください。

電源切る 定期点検

異常時使用禁止 電源切る

煙突外す 専門業者へ依頼

取扱説明書添付
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取扱編

お
読
み
く
だ
さ
い

安
全
上
の
ご
注
意
／
製
品
型
式
記
号
と
意
味

製品型式記号と意味
お買い上げいただいた小型温風機の型式は以下のような意味を表しています。

●取扱説明書の中で、型式の違いにより説明内容が異なる場合があります。

●製品の正面に貼り付けてある主銘板をご覧になり、該当する機種をご確認くだ.

さい。

ご
使
用
の
前
に

ＫＡ－４０ ５ Ｔ ＥＫＡ－４０ ５ Ｔ Ｅ

製品記号

小型温風機

シリーズ記号

熱出力

  ４０： ４００００ ｋｃａｌ／ｈ

　　　　 （４６．５ｋＷ）

吹出口記号

無：下吹きタイプ

Ｅ：上吹きタイプ

電源・周波数記号

Ｔ：ＡＣ２００Ｖ 三相・５０／６０Ｈｚ
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各部のなまえとはたらき

製品の外観（下吹きタイプ）

制御盤の操作部が

あります

製品の型式、製造

番号などを記載し

ています

操作窓操作窓

主銘板主銘板

非常時に使用するスイッチ.

です 12
ページ

コントローラ短絡スイッチコントローラ短絡スイッチ

本体を搬入するときに

使用します

搬入用パイプ穴搬入用パイプ穴

送風機の吸込口です

ハウス内の冷たい空

気を吸い込みます

空気吸込口空気吸込口

制御盤制御盤
（ネポンＫＡコントローラ）（ネポンＫＡコントローラ）

異常過熱したときに運

転を停止させます

自動で復帰するタイプ

です

過熱防止装置過熱防止装置
自動復帰タイプ自動復帰タイプ

異常過熱したときに運

転を停止させます

リセットボタンで復帰

するタイプです

過熱防止装置過熱防止装置
手動復帰タイプ手動復帰タイプ

バーナバーナ

バーナカバーバーナカバー

油配管接続口油配管接続口

油配管中のゴミなど

を除去します

オイルストレーナオイルストレーナ

バーナの燃焼用空気を

取り入れます

燃焼用空気取り入れ口燃焼用空気取り入れ口
（バーナカバー下面）（バーナカバー下面）

過負荷保護装置過負荷保護装置

温風の吹出口で、

ダクトの取り付け

場所です

温風吹出口温風吹出口

送風機送風機

吹出口にダクトを

固定します

ダクトバンドダクトバンド

煙突接続口煙突接続口

アース接続用の端

子です

アース端子アース端子
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取扱編

ご
使
用
の
前
に

各
部
の
な
ま
え
と
は
た
ら
き

製品の外観（上吹きタイプ）

操作窓操作窓

制御盤の操作部が

あります

非常時に使用するスイッチ.

です 12
ページ

コントローラ短絡スイッチコントローラ短絡スイッチ

本体を搬入するときに

使用します

搬入用パイプ穴搬入用パイプ穴

制御盤制御盤
（ネポンＫＡコントローラ）（ネポンＫＡコントローラ）

異常過熱したときに運

転を停止させます

自動で復帰するタイプ

です

過熱防止装置過熱防止装置
自動復帰タイプ自動復帰タイプ

異常過熱したときに運

転を停止させます

リセットボタンで復帰

するタイプです

過熱防止装置過熱防止装置
手動復帰タイプ手動復帰タイプ

バーナバーナ

煙突接続口煙突接続口

油配管接続口油配管接続口

油配管中のゴミなど

を除去します

オイルストレーナオイルストレーナ

バーナの燃焼用空気を

取り入れます

燃焼用空気取り入れ口燃焼用空気取り入れ口
（バーナカバー下面）（バーナカバー下面）

バーナカバーバーナカバー

過負荷保護装置過負荷保護装置

製品の型式、製造

番号などを記載し

ています

主銘板主銘板

送風機送風機

送風機の吸込口です

ハウス内の冷たい空

気を吸い込みます

空気吸込口空気吸込口

吹出口の位置を高

くします.

付属品です

吹出口筒吹出口筒

温風の吹出口で、

ダクトの取り付け

場所です

温風吹出口温風吹出口

アース接続用の端

子です

アース端子アース端子
吹出口にダクトを

固定します

ダクトバンドダクトバンド
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各部のなまえとはたらき（つづき）

制御盤

◆制御盤内のコントローラ短絡スイッチは、

常に「平常」側にしておき、販売店やネ

ポンサービスマンの指示以外絶対に手を

触れないでください。

ご注意

ＦＭ
ＢＭ

非常

平常

ＩＧ
ＳＰ

手順

ＳＷ２ＳＷ１

コントローラ短絡ＳＷ
非常時以外は絶対に使用しないこと

非常

平常

5

15

0

10

20

25

30

35

運転 燃焼 不着火 注意

運転スイッチ

送風機スイッチ

運転停止

自動 手動

不着火

リセット

設定室温〔℃〕

バーナが燃焼すると点

灯します

燃焼ランプ（緑）燃焼ランプ（緑）

制御盤

（ネポンＫＡコントローラ）

コントローラ短絡スイッチ

操作部

運転スイッチが「運転」

のときに点灯します

運転ランプ（緑）運転ランプ（緑）

小型温風機の運転ス

イッチです

運転スイッチ運転スイッチ

送風運転用のスイッチ

です

送風機スイッチ送風機スイッチ

不着火ランプが点灯するエ

ラー状態をリセットします

不着火リセットボタン不着火リセットボタン

室温設定用のツマミです

室温サーモスタット室温サーモスタット
ツマミツマミ

異常時に点灯または点

滅します

注意ランプ（黄）注意ランプ（黄）

安全装置の作動や重大な異常

が発生したときに点灯します

不着火ランプ（赤）不着火ランプ（赤）

点火変圧器および電磁

ポンプの短絡スイッチ

です

ＳＷ２ＳＷ２

送風機およびバーナ送

風機の短絡スイッチで

す

ＳＷ１ＳＷ１

バーナカバーの内部に搭載しています ⇒ 10
ページ

11
ページ
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取扱編

ご
使
用
の
前
に

ご
使
用
の
前
に

各
部
の
な
ま
え
と
は
た
ら
き

バーナ部

過熱防止装置（リミットスイッチ）

過熱防止装置（リミットスイッチ）

自動復帰タイプ

過熱防止装置（リミットスイッチ）

手動復帰タイプ

バーナカバーの内部に搭載しています ⇒

バーナカバーの内部に取り付けています ⇒

10
ページ

11
ページ

10
ページ

11
ページ
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各部のなまえとはたらき（つづき）

電源接続部

◆下吹きタイプの場合は、吹出口に接触しないように注意して結束してください。

ご注意

下図はバーナカバー　　　　　　･をはずした状態です

「電源接続」の端子に

電源の「Ｒ」「Ｓ」「Ｔ」

を接続します

電源端子台詳細電源端子台詳細

10
ページ

11
ページ

制御盤 電源端子台

制御盤
アース端子

電源コード
固定金具

電源コード

電源コード
加締めて固定

感温部

室温サーミスター
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取扱編

ご
使
用
の
前
に

各
部
の
な
ま
え
と
は
た
ら
き
／
使
用
前
の
準
備

使用前の準備
試運転やシーズンインの運転開始時など、運転をする前には

必ず下記の項目について準備または確認を行ってください。

燃 料

◆燃料は灯油（ＪＩＳ１号灯油）を必ず使用してください
ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。

火災の原因になります。

危険

◆変質した灯油は使用しないでください
故障の原因や異常燃焼のおそれがあります。注意

■変質した灯油
変質した灯油とは、下記のような灯油です。

このような灯油は異常燃焼の原因になりますので、使用しないでください。

●水よりも色が付いている灯油.

日光のあたる場所や温度の高い場所で長期にわたり保存した灯油は、酸化し、.

成分が変質している可能性があります。.

透明なコップなどに入れて、水よりも色が付いているか確認してください。

●水や灯油以外の油が混入した灯油

変質灯油の見分け方

①小さい透明なガラスのコップに水道水を少し入れてください。

②その上から灯油を少し入れてください。

③コップの裏側に白い紙を置いてください。

④灯油は無色透明です。少しでも水道水より着色しているものは変質灯油です。

水道水

灯油

白い紙

小さい透明なガラスのコップ
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使用前の準備（つづき）

給 油

■オイルタンク給油時の注意事項について
●運転を停止させてから給油してください。

●給油前に必ず、オイルタンクのドレンバルブから水を抜いてください。

●給油のときに、水、ゴミなどを入れないように注意してください。

●給油口のふたは確実に締めてください。

●こぼれた灯油はよくふきとってください。

油配管・オイルタンク

◆油漏れがある場合は、機器の使用を中止し、･

工事業者に連絡してください
火災のおそれがあります。

警告

■油配管の確認
●油配管の変形や破損、接合部の外れがないことを確認してください。

●油配管中に、油漏れがないことを確認してください。

■オイルタンクの確認
●ドレンバルブが閉じていることを確認してください。

●オイルタンクに燃料が十分入っていることを確認してください。.

燃料がなくなると不着火になります。.

オイルタンクの１／３くらいまで減少したら、給油してください。

●オイルタンクの送油バルブが開いていることを確認してください。

◆オイルタンクを空にしないように注意してください。･

空運転をしますと、油配管中のエア抜きが必要になります。⇒ 25
ページ

ご注意
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取扱編

ご
使
用
の
前
に

使
用
前
の
準
備

■水抜き作業
定期的に水抜きをしてください。

水抜きは以下の手順で作業してください。

①容器をドレンバルブの排出口にあて、.

ドレンバルブを開いてください。

②ドレンバルブの排出口から灯油が出てくるまで十分な量の水を抜いてください。

　時期や期間によって水抜きの量は変わってきます。

③ドレンバルブを閉じてください。

④こぼれた灯油はよくふきとってください。

電気配線

◆室温サーミスタリード線と他の電源配線を一緒に結束しないでくだ

さい
誤動作のおそれがあります。

注意

■電源の確認
●小型温風機専用の電源回路で、接続電源はＡＣ２００Ｖ 三相であることを.

確認してください。

次ページにつづく

開

送油バルブ

送油

開

開

閉

開

下から見たようす

閉

ドレンバルブ

OP
EN

SH
UT
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■室温サーミスタ配線の確認
室温サーミスタは下記のことを確認し、正しく使用してください。

●外れたり、切れたりしていない。

●つぶれたり、リード線が短絡したりしていない。

●他の電源配線と束ねられていない。

●感温部が、小型温風機およびダクトから３ｍ以上離れたところで、平均的な室温を

よく感知する場所にある。

●感温部が、温風の吹出口付近や、吹出口からの温風に直接あたらない場所にある。

●感温部が、直射日光を受けない。

●感温部の先端が上向きになっており、水滴がたまらないようになっている。

使用前の準備（つづき）

◆室温サーミスタが接続されていない場合は、必ず接続してください。･

接続しないで運転させると、小型温風機は連続運転します。

◆外部サーモスタットを使用する場合でも、本体の室温サーミスタが･

接続されているか確認してください。･

本体の室温サーミスタを接続しないで運転させると、･

小型温風機は連続運転します。

◆室温サーミスタが短絡していると小型温風機は運転しません。･

このときはお買い上げの販売店またはお近くのネポン営業所に連絡して･

室温サーミスタを交換してください。

ご注意

■アース配線の確認
本体のアース端子に、アース線がしっかりと接続されていることを確認してください。
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取扱編

ご
使
用
の
前
に

煙突の確認

◆屋内排気は絶対にしないでください
屋内に排気すると運転中に排ガスが充満して危険です。

◆排ガス漏れがあるときは使用しないでください
煙突が外れていたり穴が開いていたりすると、･
運転中に排ガスが屋内に漏れて危険です。

◆煙突がつまったり、ふさがったままで使用しないでください
閉そくしていると運転中に排ガスが屋内に漏れて危険です。

警告
使
用
前
の
準
備■煙突の確認 54

ページ

以下の点について、確認してください。

●排ガスを屋外に排出できる。

●煙突が外れたり、接合部がずれていない。

●煙突はネジで確実に接続している。また、しっかりと固定している。

●煙突がつまったり、ふさがっていない。

●煙突に穴があいたり、変形していない。

●煙突や煙突先端のまわりに可燃物がない。

燃焼用空気取り入れ口

◆燃焼用空気を確保すること
不完全燃焼のおそれがあります。

◆小型温風機と換気扇を同時運転させないでください
不完全燃焼のおそれがあります。

注意

■燃焼用空気取り入れ口の確認 57
ページ

●燃焼用空気取り入れ口が、施工されていることを確認してください。

●燃焼用空気取り入れ口が、ふさがっていないことを確認してください。

●ハウスに換気扇が取り付けてある場合は、･

換気扇が小型温風機と同時運転になっていないことを確認してください。
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使用前の準備（つづき）

吹出口・ダクト

◆機外静圧が３９Ｐａ {４ｍｍＨ２Ｏ }以下となるようにダクトを設

置してください
必要な風量が確保できないと、機器故障や製品寿命を損なうおそれがあります。

機外静圧測定はお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。

注意

■吹出口・ダクトの取り付けについて
●型式により、吹出口の形状が異なります。.

手順にしたがい、吹出口を正しく取り付けてください。

●小型温風機を有効に活用していただくために、.

ダクトは下表に示す本数以上取り付けてください。

＜吹出口径、ダクト折り幅と必要本数＞
単位：［ｍｍ］

型 式 吹出口径
主ダクト折り幅

（直径）

枝ダクトの本数

４００（２５０） ４７５（３００）

ＫＡ－４０５Ｔ φ４００ ６３０ ６本以上 ４本以上

ＫＡ－４０５ＴＥ ３６０×１８７ ５５０ － －

【下吹タイプ：ＫＡ－４０５Ｔ】

（１）吹出口を決定します

次ページ図のように、後の吹出口を左または右の板と付けかえることにより、.

吹出口の方向を変更することができます。

３方向のうち１つの方向を選択して、吹出口を変更してください。

①後の吹出口を固定している１２か所のタッピングネジを外します。

②後の吹出口を外します。

③左または右の板を固定している１２か所のタッピングネジを外します。

④左または右の板を外します。

⑤外した吹出口と板を交換し、吹出口が左または右方向になるようにします。

⑥吹出口と板を①と③で外したタッピングネジを使用し、しっかり固定します。

◆前面の吹出口は、必ず使用してください。

ご注意
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取扱編

ご
使
用
の
前
に

◆ダクトは、必ずすべての吹出口に取り付けてください。

ご注意

前面

ダクトバンド

ダクト

吹出口

（２）ダクトを取り付けます

右図のようにダクトを取り付けてください。

次ページにつづく

必ず使用すること

使
用
前
の
準
備
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使用前の準備（つづき）

【上吹きタイプ：ＫＡ－４０５ＴＥ】

（１）吹出口筒を取り付けます

●吹出口エルボに取り付けたダクトが重なる場合は、 

右図のように吹出口筒を使用して、 上下方向に 

ダクトをずらすことができます。

●下図のように吹出口エルボと取付筒を接続している 

タッピングネジを外してください。

●右図のように、 取り外したタッピングネジで 

吹出口エルボに吹出口筒を取り付けます。

●組み付けた吹出口エルボと吹出口筒を 

本体に差し込みます。

※ゆるみがないことを確認してください。

（２）ダクトを取り付けます

①ダクトバンドの中にダクトを通し、

吹出口にかぶせます。

②ダクトが動かないように、ダクト

バンドをずらし、吹出口の溝にダ

クトバンドをはめ込みます。

③ダクトバンドのネジをしっかりと

締めます。

※ダクトが簡単に抜けないように、

ダクトバンドは十分締め付けてく

ださい。

DAKUTO-UWAFUKI

ダクトバンド

吹出口

ダクト

ネジ

◆ダクトは、必ずすべての吹出口に取り付けてください。

ご注意

吹出口エルボ

タッピングネジ

取付筒
吹出口筒

（付属品）
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取扱編

ご
使
用
の
前
に

使
用
前
の
準
備

■ダクト配置方法例
●ダクトは、室内の温度が均一になるよう、できるだけ左右対称に配置してください。

●ダクト配置の参考例を示します。.

それぞれの温室の形状にあった配置を検討してください。

【下吹きタイプの場合】

次ページにつづく

正方形ハウスの場合

吹出口エルボ

吹出口エルボ

長方形ハウスの場合

大きいハウスを２台で暖房する場合

長方形ハウスの場合

大きいハウスを２台で暖房する場合

最大長さ
１５ｍ

針金

コーナーダクト

コーナーダクト

【上吹きタイプの場合】

◆ダクトをハウスの角などで曲げるときに、ダクトをそのまま曲げたり、･

急な曲がりにしたりすると吹出抵抗が大きくなります。･

温度むらや機器の寿命を損なうおそれがありますので、･

コーナーダクト（別売品）　　　　をご使用ください。

ご注意

●吹出口ごとの温風に温度差がでることがありますが、異常や故障ではありません。

●温度差は、運転条件、ダクト施工などによって発生します。

お知らせ

47
ページ
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使用前の準備（つづき）

■吹出口、ダクトの確認
以下の点について、確認してください。

●温風吹出口はふさいだり、絞ったりすることなく、.

すべての吹出口を使用している。

●ダクトの通り道にふさぐようなものがなく、.

小さく絞っていない。

●ダクトが無理に曲がっていない。

その他の確認事項

■小型温風機周辺の確認

●本体の上や周辺に燃えやすいものがないことを確認してください。

■空気吸込口の確認
●空気吸込口周辺に吸込まれやすいものがないことを確認してください。

●カーテンが空気吸込口に吸い込まれないように、しっかりと固定されていることを.

確認してください。

◆スプレー缶などを温風のあたるところに放置しないでください
熱で缶内の圧力が上がり、爆発し危険です。

◆周辺に危険物や可燃物がないことを確認してください
火災や爆発のおそれがあります。

警告

◆ダクトの先端を絞る場合は、絞りすぎにご注意ください。･

ダクト先端を絞り過ぎると、風量が減って機器の寿命を損なうおそれがあります。

ご注意
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取扱編

ご
使
用
の
前
に

電磁ポンプ

エア抜きコック

オイルストレーナへ

使
用
前
の
準
備

油配管のエア抜き

◆油配管中のエア抜きは、･

完全にエアがなくなるまで確実に行ってください
不着火のおそれがあります。

注意

■エア抜き作業
以下の手順でエア抜きをしてください。

①オイルタンクに給油し、.

オイルタンクの送油バルブを開きます。

②灯油がこぼれないように布などをオイルストレーナ.

の下にあて、右図のようにドライバーで.

オイルストレーナのエア抜きネジをゆるめます。

	 オイルストレーナ ⇒ 10
ページ

11
ページ

③エアが抜け、灯油が出てきたら.

エア抜きネジを締めます。

④バーナカバ－固定ネジをゆるめて、.

バ－ナカバ－を外します。

⑤バーナを運転させます。.

.

暖房運転⇒
27

ページ .
.

電磁ポンプが作動しはじめたら、.

エア抜きコック（右図）を開きます。

⑥エアを含んだ灯油から透明な灯油.

に変わったら、エア抜きコックを.

閉めて、バーナを停止させます。

⑦こぼれた灯油はよくふきとって.

ください。

⑧バ－ナカバ－を取り付けて.

ください。

◆長時間エア抜きをしていると不着火になります。不着火になったときは⇒
30

ページ

ご注意
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使用方法

◆制御盤内のコントローラ短絡スイッチは、常に｢平常｣側にしておき、

販売店やネポンサービスマンの指示以外は･

絶対に手を触れないでください
火災のおそれがあります。

警告

◆ぬれた手で、スイッチなどを操作しないでください
感電のおそれがあります。

◆運転中および運転停止直後は電源を切らないでください
運転を停止させても送風機が停止するまでは電源を切らないでください。

暖房運転後すぐに電源スイッチや電源配電盤の元スイッチを切りますと･
本体表面が高温になり、やけどの原因になります。

◆燃焼中や消火直後は、高温部・煙突に手などふれないでください
やけどのおそれがあります。

◆機器に水や農薬をかけないでください
感電、機器の故障の原因や機器の寿命を損なうおそれがあります。

◆高湿度の場所で使用しないでください
機器が常時ぬれたり結露したりするような高湿度状態で使用すると、･
漏電する危険があります。

◆高温度になる場所で使用しないでください
燃焼中に機器周辺が４０℃以上になるような場所で使用すると、･
故障や誤動作のおそれがあります。

◆雷が発生しているときは、電源配電盤の元スイッチを切ってください
機器損傷のおそれがあります。

注意
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暖房運転（小型温風機の自動運転）

小型温風機は、サーモスタットにより室温が設定温度より下がると運転し、.

上がると停止します。

日常は、サーモスタットを希望の温度に設定し、自動運転で使用します。

運転開始は、以下の手順で行います。

（１）操作窓板を開けます。

制御盤の操作部 ⇒

（２）電源を入れます。

●電源配電盤の元スイッチが入っていることを確認してください。

（３）希望する室温に調節します。

●室温サーモスタットツマミを回し、ご希望の室温に設定してください。

◆温度差などが気になる場合は、室温サーミスタの感温部の位置を･

ハウス内の温度を代表する場所に移動させてください。⇒ 18
ページ

ご注意

次ページにつづく

操作窓板

5

15
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20
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30

35

運転 燃焼 不着火 注意

運転スイッチ

送風機スイッチ

運転停止

自動 手動

不着火

リセット

設定室温〔℃〕

燃焼ランプ（緑）

運転ランプ（緑）

運転スイッチ

送風機スイッチ

不着火ランプ（赤）

注意ランプ（黄）

室温サーモスタット
ツマミ

不着火リセット
ボタン

10
ページ

12
ページ

11
ページ

使
い
か
た

使
用
方
法
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使用方法（つづき）

（４）運転を開始します。

①運転スイッチを「運転」にしてください。〔運転ランプ（緑）点灯〕

②室温が設定室温より低いと、送風機とバーナ送風機が回ります。

③約２０秒後、バーナの燃焼が開始します。〔燃焼ランプ（緑）点灯〕

●運転開始後は、設定室温に従い、自動的に燃焼と消火をくり返します。

●燃焼して室温上昇により燃焼が停止した時、または燃焼中に運転スイッチで燃焼を･

停止させた時は、その後約２分間は着火動作に入りません。

●一度燃焼動作に入ると、着火動作途中で運転スイッチを切っても･

着火動作が終了するまでは動作します。

●燃焼中に失火した場合は、約３分後に着火動作に入ります。･

燃焼中の失火を３回繰り返すと不着火になります。

　燃焼中の失火を繰り返す途中に３回連続でサーモスタットでの燃焼・燃焼停止を･

繰り返すと途中失火の記録はクリアされます。

お知らせ

（５）運転を停止します。

①運転スイッチを「停止」にしてください。〔運転ランプ（緑）消灯〕

バーナが燃焼中の場合

・バーナが燃焼中の場合は、消火します。  〔燃焼ランプ（緑）消灯〕

・約２分間の排気運転（ポストパージ）後、バーナ送風機が停止します。

・約４分間の残熱回収運転後、送風機が停止します。

送風機が残熱回収運転中の場合

・数分後、送風機が停止します。

ポストパージ：�消火後、バーナモータ運転を約２分間継続し、.

缶体および煙突内に残留している排ガスを排気します。

残熱回収運転：�消火後、送風機運転を約４分間継続し、.

缶体の残熱をハウス内に送ります。

※ 動作しないとき、停止しないときは　⇒

◆操作窓板は、操作のとき以外は閉めてください。

◆着火出来ない場合は不着火になります。このときは ⇒

◆燃焼中に失火した場合は、約３分後に着火動作に入ります。燃焼中の失火を３回

繰り返すと不着火になります。このときは ⇒

ご注意

30
ページ

30
ページ

38
ページ
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操作窓板
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運転 燃焼 不着火 注意

運転スイッチ

送風機スイッチ

運転停止

自動 手動

不着火

リセット

設定室温〔℃〕

燃焼ランプ（緑）

運転ランプ（緑）

運転スイッチ

送風機スイッチ

不着火ランプ（赤）

注意ランプ（黄）

室温サーモスタット
ツマミ

不着火リセット
ボタン

10
ページ

12
ページ

11
ページ

使
い
か
た

使
用
方
法

◆送風運転が終わった後は、送風機スイッチは必ず「自動」にもどしてください。･

「手動」のまま使用しますと、送風機は小型温風機の自動運転とは無関係に･

運転し続けます。

ご注意

送風運転（送風機の手動運転）

以下のようなとき小型温風機は、送風機だけの運転ができます。

●小型温風機で、ハウス内の空気を循環させたいとき。

●ダクト状況や設置状態を確認をしたいとき。

●送風機の回転方向を確認するとき。

（１）操作窓板を開けます。

制御盤の操作部 ⇒

（２）送風運転を開始します。

①運転スイッチが、「停止」であることを確認してください。

②送風機スイッチを「手動」にしてください。〔ランプはどれも点灯しません〕

③送風機が運転します。

（３）送風運転を停止します。

①送風機スイッチを「自動」にしてください。〔ランプはどれも点灯しません〕

②送風機が停止します。
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25
ページ

25
ページ

25
ページ

34
ページ

18
ページ

17
ページ

37
ページ

安全装置
小型温風機は以下のような安全装置を搭載しています。

異常が発生したときに作動して、運転を停止させたり、異常内容をお知らせします。

安全装置がはたらいたときは、まず運転を停止してください。

安全装置がはたらいた原因を調べ、その原因を取り除いてから再運転をしてください。

原因を取り除いても症状が変わらないときは、お買い上げの販売店またはお近くのネ

ポン営業所にご連絡ください。

燃焼安全制御装置

着火時に火炎検出器が燃焼を確認できなかった場合、内部の安全スイッチがはたらいて

強制的に燃焼を停止させ、不着火ランプ（赤）を点灯させて異常を知らせます。.

このときは再運転しません。

また燃焼中に火炎検出器が燃焼を確認できなくなった場合も燃焼を停止させます。.

このときは再運転しますが、３回連続して燃焼中に燃焼の確認が出来なくなった場合は、

燃焼を停止させ、不着火ランプ（赤）を点灯させて異常を知らせます。.

このときも再運転しません。

■再運転の方法

●起動時あるいは運転中に不着火ランプ（赤）が点灯したときは、.

まず運転スイッチを「停止」側に入れてください。

●下表を参照し、適切な処置をしてください。

＜不着火ランプ（赤）が点灯したときの処置方法＞

状 況 処置方法

オイルタンクに灯油が入っていない 灯油を入れて、エア抜きをしてください ⇒

オイルタンクの送油バルブが

開いていない
送油バルブを開けてください

オイルストレーナにゴミが

たまっている
オイルストレーナを掃除してください ⇒

オイルストレーナにエアが

たまっている
エア抜きをしてください ⇒

オイルタンクにゴミがたまっている オイルタンクを掃除してください

オイルタンクに水がたまっている オイルタンクの水抜きをしてください ⇒

油配管の接続部がゆるみ、エアを

吸っている

油配管の接続部をしっかり締めてから、

エア抜きをしてください
⇒

過負荷保護装置（サーマルリレー）

がはたらいている

過負荷保護装置（サーマルリレー）が動作し

た原因を取り除き、リセットしてください
⇒

室温サーミスタが短絡している 室温サーミスタを確認し、交換してください ⇒

27
ページ

使用方法 ⇒
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使
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装
置

●原因を取り除いたら、次の要領で再運転をしてください。

①操作部の不着火リセットボタンを押してください。.

不着火ランプ（赤）が消灯します。

②運転スイッチを再び「運転」側に入れてください。.

運転ランプ（緑）が点灯し、再運転します。

●不着火時には、送風機はハウス内空気のかくはんのため、連続運転となります。･

ただし、バーナ送風機は炉内の残留ガスを排気した後（約２分後）に停止します。

お知らせ

◆火炎検出器が煤けてくると正常な燃焼確認ができなくなり、･

注意ランプが点灯して異常をお知らせします。

　このときは火炎検出器を掃除してください。

　掃除をしても症状が変わらないときは、･

お買い上げの販売店またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。

ご注意

27
ページ

使用方法 ⇒
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過熱防止装置（リミットスイッチ）

小型温風機内が異常過熱した場合、過熱防止装置（リミットスイッチ）がはたらいて.

バーナの燃焼を停止させ、運転ランプ（緑）、燃焼ランプ（緑）が消灯します。

リミットスイッチには、次の２種類があります。

自動復帰タイプ

	� 温度が下がってくると、.

切れていたスイッチが自動的に元に戻ります。

手動復帰タイプ

	� 温度が下がってきても、.

切れていたスイッチが自動的に元に戻らず、.

リセットボタンを押すと元に戻ります。

■再運転の方法

●運転中に運転ランプ（緑）、燃焼ランプ（緑）の両ランプが消灯して.

燃焼が停止したときは、まず運転スイッチを「停止」側に入れてください。

●下記の点検事項を確認してください。

・温風吹出口がふさがっていないか。

・送風機は正常に回るか。・・・�送風機スイッチを「手動」側に入れて送風機が運転するか

確認してください。

●原因を取り除いたら、再運転をしてください。

●自動復帰タイプのリミットスイッチだけがはたらいた場合、本体が十分冷えてから、

改めて運転スイッチを「運転」側に入れてください。再運転します。

●運転スイッチを「運転」に入れても運転せず、運転ランプ（緑）が点灯しない場合は、

手動復帰タイプのリミットスイッチも働いています。.

この場合、リミットスイッチのリセットボタンを押すと再運転します。

感震器（別売品）

※ 別売品をご使用ください。　⇒

地震のとき（震度約５以上）または感震器に強い衝撃を受けたときに.

感震器の感震灯（赤）が点灯し、強制的に燃焼を停止させて運転ランプ（緑）、.

燃焼ランプ（緑）の両ランプが消灯します。

感震器の感震灯（赤）が点灯している場合は感震器がはたらいています。.

この場合、運転スイッチを「運転」側に入れても運転しません。

27
ページ

13
ページ

過熱防止装置 ⇒

使用方法 ⇒

47
ページ
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不完全燃焼警報器（別売品）

■再運転の方法

●感震器がはたらいたときは、まず運転スイッチを「停止」側に入れてください。

●必ず機器や周辺設備に異常がないか確認してください。.

異常がある場合は、お買い上げの販売店または.

お近くのネポン営業所に連絡してください。

●異常がないことを確認したら、.

次の要領で再運転をしてください。

①感震器が傾いていないか.

感震器の水準器で確認してください。

②感震器のリセットスイッチをゆっくり上げてください。

感震器の感震灯が消灯したことを確認してください。

③運転スイッチを「運転」側に入れてください。.

運転ランプ（緑）が点灯し、再運転します。

④燃焼すると燃焼ランプ（緑）が点灯します。

使
い
か
た

水準器

リセット
スイッチ

感震灯

感

震

灯

ＭＡＧＭＡＳＴＡＴ

ゆっくり
リセット

※ 別売品をご使用ください。　⇒

万一不完全燃焼が発生した場合、検知部で不完全燃焼ガスを検知し、.

温室内に警報を発して中毒を防止します。.

温室内の一酸化炭素が規定の濃度に達したとき、警報ランプ（黄）とブザー音を発し、

小型温風機の運転を停止します。

■不完全燃焼警報器が鳴ったときの処置方法

①すぐに換気をする。

			   十分換気をしてから

			   ハウスに入ってください。

②小型温風機の運転スイッチを停止にする。

③不完全燃焼警報器の取扱説明書に従い、警報を解除する。

警報を解除しても警報が止まらない場合は、さらに十分な換気をしてください。

たびたび警報が鳴る場合は、販売店またはお近くのネポン営業所に連絡して、

小型温風機の点検を受けてください。

注意

27
ページ

使用方法 ⇒

47
ページ
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過負荷保護装置（サーマルリレー）

送風機モータの電流値が異常に大きくなったとき、過負荷によるモータの焼損を防止

するため、バーナカバー内部にある送風機用電磁開閉器の過負荷保護装置（サーマル

リレー）が動作して、送風機を強制的に停止させます。

また同時に燃焼安全制御装置が動作し、不着火ランプ（赤）が点灯します。

■再運転の方法

●運転中に送風機が停止し、不着火ランプ（赤）が点灯したときは、.

まず運転スイッチを「停止」側に入れてください。

●元電源を切ってください。

●下記の点検事項を確認してください。

・過負荷保護装置（サーマルリレー）のピンが飛び出しているか

・ごみ詰まり、さびつき、障害物などで送風機がロックしていないか

・送風機回路の配線（３線）のうち、１線が外れていないか

・元電源３相の確認（ヒューズなどが切れていないか）

・過負荷保護装置（サーマルリレー）設定値が２．５になっているか。

●過負荷保護装置（サーマルリレー）設定値は、.

下図のように▼印に設定値を合わせてください。

●原因を取り除いたら、再運転をしてください。

①過負荷保護装置（サーマルリレー）のリセットボタン（白い突起）を押してください。

トリップ棒が飛び出します。

②元電源を入れてください。

③操作部の不着火リセットボタンを押してください。.

不着火ランプ（赤）が消灯します。

④運転スイッチを再び「運転」側に入れてください。.

運転ランプ（緑）が点灯し、再運転します。

27
ページ

使用方法 ⇒

10
ページ

過負荷保護装置 ⇒ 11
ページ

過負荷保護装置が
作動していない状態

（正常）

トリップ棒が
出ている

リセットボタンを押す

➡トリップ棒が飛び出る

過負荷保護装置が
作動している状態

トリップ棒が
出ていない

サーマルリレー

サーマルリレー設定値

２．５Ａ

3.42.8

ＡＲＣ

2
.2



35

取扱編

必
要
な
と
き
に

◆日常の点検や掃除は必ず行ってください
異常燃焼や不着火のおそれがあります。

◆不着火ランプや注意ランプが点灯した場合は、･

取扱説明書に従った対処をしてください
そのまま使用しますと、事故や機器の故障を起こすおそれがあります。

◆分解・修理・改造はしないでください
感電やけが、火災のおそれがあります。

安
全
装
置
／
日
常
の
点
検
・
お
手
入
れ

日常の点検・お手入れ

使
い
か
た

毎日の点検・お手入れ

毎日の点検は、以下の項目を確認してください。

１．周囲の可燃物・ほこり

●本体、煙突、吹出口およびオイルタンクの周囲に燃えやすい物や危険物がない。

●本体は常に清掃し、ほこりなどはきれいにふきとっている。

２．燃料（漏れ・たまり・にじみ）

●本体、油配管およびオイルタンクなどから油漏れ、たまり、にじみがない。

３．オイルタンク

●オイルタンクに油が、１／３以上入っている。

●オイルタンクの給油口が閉まっている。

４.煙突および煙突周辺

●煙突および煙突周辺に異常がなく、排気トップから排ガスが屋外に排気されている。

●煙突の外れ・穴開きなどがなく、排ガスが屋内に漏れていない。

５．燃焼用空気取り入れ口

●燃焼用空気取り入れ口が確保できている。

●換気扇が小型温風機と同時運転になっていない。

６．ダクト

●ダクトにつぶれ、折れや破損などがない。

７．送風機

●送風機の運転中に異音や、異常がない。

●送風機にカーテンなどの巻き込みがない。

８．不着火ランプ（赤）の点灯

●不着火ランプが点灯していない。ランプが点灯すると異常です。⇒ 30
ページ

注意

次ページにつづく
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日常の点検・お手入れ（つづき）

９．動作確認

●バーナの燃焼・停止や、送風機の運転・停止などが正常に動作している。

１０．温風吹出口・空気吸込口回り

●温風吹出口はふさぐことなく、必ずすべての吹出口を使用している。

●空気吸込口回りは、十分に空間をとっている。

１１．燃焼状態

●煙突から、煙が出ていない。

●小型温風機付近で異臭がない。

◆燃料の供給状態が悪くなったり、燃焼用空気取り入れ口がふさがれたりすると、

煙突トップから煙が出ます。･

そのときは、下表を参照し、原因を調べてください。･

原因を取り除いても煙が発生する場合は、お買い上げの

販売店またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。

煙 主な原因 状況

煙は見えない － 正常

黒煙が発生 燃焼用空気不足
燃焼用空気取り入れ口

がふさがれている

白煙が発生
異臭もする

油量が少ない

オイルストレーナの.

ゴミつまり、水たまり

⇒ 37
ページ

ご注意

月に１～２回の点検・お手入れ

◆点検・お手入れは、運転スイッチを「停止」にし、元電源を切り、

送油バルブを閉じ、機器が十分冷えてから行ってください
やけど、感電および油漏れのおそれがあります。

注意

■オイルタンク

オイルタンクのドレンバルブから水を抜いてください。⇒ 17
ページ
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取扱編

必
要
な
と
き
に

日
常
の
点
検
・
お
手
入
れ
／
定
期
点
検

■オイルストレーナ

以下の手順に従い、オイルストレーナを掃除してください。

①オイルタンクの送油バルブを閉めてください。

②右図のようにカップをゆるめ、.

エレメントを取り出してください。

③エレメントをきれいな灯油で洗ってください。.

カップ内にたまっているゴミと水は捨ててください。

④組み付けは逆の手順で行ってください。

⑤オイルストレーナから油漏れがないか確認してください。

◆エレメントは、汚れると異常燃焼につながります。こまめに掃除してください。

◆エレメントの汚れがひどいものは、早めに交換してください。

ご注意

定期点検

◆定期的に点検・整備を受けてください注意

長期間ご使用になりますと、機器の点検・整備が必要となります。

シーズン終了後に、お買い上げの販売店またはお近くのネポン営業所にご依頼ください。

６ヶ月に１～２回の点検・お手入れ

◆長年使用するうちに機器の劣化が進み、思わぬところが損傷していることがあり

ます。６か月に１～２回は、動作状況および外観や内部状況の変化（腐食、変形、

変色など）がないか確認してください。･

異常を発見したときは、すぐに使用を中止し、機器の点検をお買い上げの販売店

または、お近くのネポン営業所にご依頼ください。

ご注意
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故障・異常の見分けかたと処置法

◆異常（異音・異臭）を感じたときは使用を中止し、元電源を切り、

お買い上げの販売店、工事業者またはお近くのネポン営業所に･

連絡してください
異常のまま使用すると感電や火災のおそれがあります。

注意

◆修理を依頼される前に一度確認してください。･

原因がわからないときや、故障が確認されたときは、必ずお買い上げの販売店･

またはお近くのネポン営業所にお問合せください。

ご注意

現  象

ランプ表示
「－」消灯「○」点灯「□」点滅

原  因 処  置
運転

（緑）

不着火

（赤）

燃焼

（緑）

注意

（黄）

小型温風機が

動作しない

－ － － －
電源配線や電源プラグなど

が接続されていない
接続してください

－ － － －
運転スイッチが「運転」側

に入っていない

運転スイッチを「運転」側に入

れてください

－ － － －
感震器（別売品）が.

動作している
「感震器」　　　　　 ⇒

○ － － －
サーモスタットの設定温度

が室温よりも低い
設定温度を上げてください

－ － － －
リミットスイッチが.

はたらいている
「過熱防止装置」 ⇒ 32

ページ

○ ○ － □
室温サーミスタ感温部が.

短絡している

運転スイッチを「停止」側に.

入れて機器を停止してください

お買い上げの販売店またはお近

くのネポン営業所に依頼して、室

温サーミスタを交換してください

○ ○ － －
過負荷保護装置（サーマル

リレー）がはたらいている
「過負荷保護装置」 ⇒ 34

ページ

32
ページ
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取扱編

必
要
な
と
き
に

故
障
・
異
常
の
見
分
け
か
た
と
処
置
法
／
部
品
交
換
の
し
か
た

現  象

ランプ表示
「－」消灯「○」点灯「□」点滅

原  因 処  置
運転

（緑）

不着火

（赤）

燃焼

（緑）

注意

（黄）

設定温度に

なっても.

小型温風機が

停止しない

○ － ○ □
室温サーミスタ感温部が.

断線している

運転スイッチを「停止」側に入

れて機器を停止してください.

お買い上げの販売店またはお近

くのネポン営業所に依頼して、室

温サーミスタを交換してください

送風機は

止まらず、

バーナは

運転しない

○ － － － 炉内の残熱を回収している
運転を停止して約４分後に.

送風機が停止すれば正常です

－ － － －
送風機スイッチが「手動」

側に入っている

送風機スイッチを「自動」側に

入れてください

すぐに停止します

○ ○ － －
燃焼安全制御装置が.

はたらいている

「不着火ランプ（赤）

が点灯したときの.

処置方法」

⇒ 30
ページ

○ ○ □ － 異常な炎を感知している

運転スイッチを「停止」側に.

入れて機器を停止してください

お買い上げの販売店またはお近

くのネポン営業所に依頼して、.

不具合を改善してください

注意ランプが

点灯している

○ － ○ ○ 火炎検出器が汚れている

火炎検出器を掃除してください.

掃除しても症状が変わらないときは、.

お買い上げの販売店またはお近

くのネポン営業所に依頼して、.

不具合を改善してください

○ － － ○ 異常な炎を感知している

運転スイッチを「停止」側に.

入れて機器を停止してください

お買い上げの販売店またはお近

くのネポン営業所に依頼して、.

不具合を改善してください

部品交換のしかた
短期間に消耗する部品は特にありませんが、定期的なノズル交換を推奨しています。

使用状態・使用環境によって異なりますが、１シーズン（約２０００時間）使用した

らノズル交換することをお勧めしています。

部品交換が必要なときはお買い上げの販売店にご相談ください。

修理はお買い上げの販売店または、お近くのネポン営業所にご依頼ください。
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長期間使用しないときのお手入れ

◆シーズン終了直後は、必ず各部のお手入れと掃除をしてください。

ご注意

◆点検や掃除は、運転スイッチを「停止」にし、元電源を切り、･

送油バルブを閉じてから行ってください
油漏れや感電のおそれがあります。

注意

保管に関する注意事項

◆シーズンオフは元電源を切ってください
感電や動作不良のおそれがあります。注意

●運転終了後（シーズンオフ）には各部の点検・お手入れをしてください。

●必ず元電源を切ってください。

●雨水・ほこりがかからない、風通しの良い場所に保管してください。

●自動機器にくるいの生じるような湿気の多い場所、本体が腐食するような場所での

保管は避けてください。

煙突の保管方法

◆シーズンオフは煙突を外して保管してください注意

●煙突を取り付けたまま保管すると、煙突から外気が浸入し、機器内部が結露して.

故障の原因になることがあります。.

煙突を外し、本体にカバーをかけて保管してください。

●煙突の壁貫通部分を残して他の部分の煙突を外す場合、煙突の壁貫通部分を.

そのまま放置すると、小鳥が巣を作り煙突をつまらせることがあります。.

キャップなどをかけるか、カバーをして保管してください。

●本体の開口部（煙突接続口、燃焼用空気取り入れ口や温風吹出口）に.

防鳥・防虫対策のカバーをしてください。

◆夏場、温風機を使用しないでクーラーを使用する場合は、･

必ず煙突を外して保管してください。

ご注意
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取扱編

油配管のバルブ操作

右図のように油配管のバルブを.

必ず閉じてください。

●このバルブ操作をすることに.

より、油配管中の油の体積が、

夏季の温度上昇によって膨張.

した場合でも、逃し管が機器.

や配管などの破損を防ぎます。

●油配管は、工事編の「油配管の施工」⇒　　　　に従い、.

必ず逃し管を設けてください。

※オイルタンク内の灯油は、できるだけシーズン終了時までに使い切ってください。

必
要
な
と
き
に

長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
の
お
手
入
れ
／
移
設
・
廃
棄
・
譲
渡

移設・廃棄・譲渡

◆廃棄は専門業者へ依頼してください。
廃棄する場合は必ず専門業者へ依頼してください。･
絶対に投棄などはしないでください。

◆譲渡のときは取扱説明書を添付してください。
お使いになっている製品を他に売ったり、譲渡されるときは、･
新しく所有者となる方が安全な正しい使いかたを知るために、･
この取扱説明書を目立つところにテープ止めしてください。

注意

◆移設する場合は、必ずお買い上げの販売店、･

またはお近くのネポン営業所へ連絡してください
設置に不備があると感電や火災の原因になります。

警告

本体を移設されるときは、本体（銘板）に表示してある電源（電圧・周波数）が.

移設先と合っているか必ずご確認ください。

不明のときは、お買い上げの販売店、お近くのネポン営業所にご相談ください。

◆オイルタンクに下図のような逃し管を必ず施工してください。･

逃し管がない状態で、油配管のバルブを閉じますと、夏期、熱膨張により･

本体部品や油配管などが破損し、油漏れのおそれがあります。

ご注意

閉 送油バルブ閉

ドレンバルブ閉

ドレンバルブ

閉

送油バルブ

OPEN SHUT

◆シーズン終了後や長期間使用しないときは、油配管のバルブは･

この取扱説明書に従って閉じてください
油漏れのおそれがあります。

注意

51
ページ



42

据え付け

◆工事は、必ずお買い上げの販売店または工事業者に依頼してください
設置に不備があると感電や火災の原因になります。

◆施設園芸用以外に使用しないでください
この機械は施設園芸用です。他の用途には使用しないでください。･
故障や事故のおそれがあります。

◆据え付け工事が正しくされているか確認してください
不備があると感電や火災の原因になります。

警告

■据え付け場所の選定 ⇒ 48
ページ

●据え付けには、火災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令基準があります。

工事編をお読みになり、お買い上げの販売店または据え付け工事業者と相談して、

設置場所を選定してください。

●騒音についても十分ご注意ください。.

設置場所の選び方次第で騒音は大きく変わります。.

近隣への騒音を配慮した場所を選定してください。

■据え付け工事の確認 ⇒ 60
ページ

据え付け工事が終わりましたら、もう一度工事編をお読みになり、工事編に従って正

しく据え付けられているか確認してください。

■試運転 ⇒ 61
ページ

試運転は、必ずお買い上げの販売店または据え付け工事業者と一緒に行ってください。
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取扱編

必
要
な
と
き
に

据
え
付
け
／
仕 

様

仕 様

仕様表

注記 1．発熱量・熱出力・燃料消費量は以下の数値を基準に算定してあります。

＜灯油＞ 密度　0.8g/cm3 低発熱量　43.1MJ/kg

発熱量は燃料消費量に密度と低発熱量を乗じた値を示します。

2．消費電力および運転電流は、定常運転状態のときの値を示します。

3．風量は、温度20℃、ダクト接続なしのときの値を示します。

4．必要風量確保のため、上記表中の機外静圧以下となるようダクトを設置してください。

機器故障や製品寿命を損なうおそれがあります。

5．製品質量は、梱包質量を除いてあります。

6．他の用途に使用する場合は、別途ご相談ください。

7．仕様・寸法等は改良のため、予告なく変更することがあります。

8．海外でのご使用について

本製品は日本国内専用です。海外各国の安全規格や規制に準拠

しておりません。

燃 料 配 管 接 続 口 径

W

電 子 イ グ ナ イ タ

名 称

m3/min

W

mm

形 状

吹 出 方 向

適 用 ダ ク ト 折 り 幅

kW

kW

L/h

℃

W

A

安 全 装 置

運 転 装 置
・表示灯(運転、燃焼、不着火、注意)

・電動機過負荷保護装置

煙 突
mm接続口寸法

・吹出口延長筒(1個)

・取扱説明書

・ダクトバンド（2セット）

2.48

98 108

m2

kg

Ｇ1/4 フレア（オス）

φ120

付 属 品

伝 熱 面 積

製 品 質 量

mm

630以上 550以上

φ400×2個
（吹出口フランジ）

φ360×185×2個
（吹出口エルボ）

・ファンコントローラ(無電圧)入力端子　・地震感知器接続端子

・4段サーモスタット(無電圧)入力端子　 ・外部警報(無電圧)出力端子

・過熱防止装置<自動復帰型:1個、手動復帰型:1個>

・燃焼安全制御装置

39

前(固定)と右/左/後から1方向を選択 上吹型

・ファンタイマ

制 御 方 式

（50/60Hz）風 量

・運転スイッチ(運転・停止切替）、送風機スイッチ(手動･自動切替)

43/39

23/21

1次: 14W     2次:17kV0-P

プロペラファン

54/59

サーミスタ式  0～35℃可変

112/135

360/440

61/70

（50/60Hz）電 動 機

用 途

型 式

発 熱 量

熱 出 力

燃 料 消 費 量

W

ＪＩＳ 1号灯油燃 料

施設園芸用温風暖房

KA-405T KA-405TE

51.7

46.5

5.4

38/33

AC200V 三相
50Hz/60Hz

500/640

2.2/2.2

（50/60Hz）吹 出 上 昇 温 度

・取扱説明書

・ダクトバンド(2セット)

電 源

バ － ナ

制 御 装 置

（50/60Hz）

（50/60Hz）

消 費 電 力

運 転 電 流

（50/60Hz）

（50/60Hz）

電 動 機

電磁ポンプ

室 温 サ ー モ ス タ ッ ト

ネポンＫＡコントロ－ラ　ON－OFF自動制御　（マイコン搭載）

φ119

機 外 静 圧 Pa

送 風 機

温風吹出口

外 部 接 続 機 能

内 径 寸 法

ＫＡ４０５型 小型温風機 仕様表

小型温風機　5型
日付 2021/12/24 製図 平石

尺度 ～ 担当 村上

図面名 図法 三角法 校閲

仕様表
図

番 466586C
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工 事 編

●工事を始める前に必ずこの工事編をお読みください。

●工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに、.

この取扱説明書にそってお客様に使用方法、点検について説明してください。

●この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく施工してください。

●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですから必ず守ってください。

安全上のご注意

 警告

工
事
上
の
ご
注
意

工事は、必ずお買い上げの販売店･

または工事業者に依頼すること

設置に不備があると感電

や火災の原因になります。

火災予防条例、電気設備技術基準、･

電気工事法を守ること

施工不備により、感電、.

漏電、動作不良、または.

火災のおそれがあります。

施設園芸用以外に使用しないこと

この機械は施設園芸用です。

他の用途には使用しない

でください。

故障や事故のおそれが.

あります。

可燃物の周辺に設置しないこと

火災のおそれがあります。

危険物の周辺に設置しないこと

火災や爆発のおそれが.

あります

電源配電盤には、漏電遮断器を取り付

けること

感電のおそれがあります。

屋内排気は絶対にしないこと

屋内に排気すると.

運転中に排ガスが.

充満して危険です。

煙突を確実に接続し、しっかりと固定

すること

風、振動、衝撃などで外れ

たりすると、運転中に排ガス

が屋内に漏れて危険です。

穴あきや変形のある煙突は、使用しないこと

運転中に排ガスが屋内に漏れて危険です。

専門業者 法令順守

転用禁止 可燃物近接禁止

危険物近接禁止 漏電遮断器
施工

屋内排気禁止 外れ危険

穴あき・変形煙突
使用禁止
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工事編

お
読
み
く
だ
さ
い

工 事 編

安
全
上
の
ご
注
意

 注意

工
事
上
の
ご
注
意

高地（標高１０００ｍ以上）で使用･

する場合、エアシャッタを「開」方向

に調節すること

高地では空気が薄く、標

準のエアシャッタ位置で

は不完全燃焼のおそれが

あります。

油配管は、必ず金属配管を使用すること

ゴムホースや樹脂配管など

を使用すると、劣化して油

漏れのおそれがあります。

アース工事（Ｄ種接地）を･

確実に必ず行うこと

故障や漏電のときに感電

をするおそれがあります。

室温サーミスタリード線と他の電気配

線は、いっしょに結束しないこと

誤動作をおこす.

おそれがあります。

燃焼空気を確保すること

不完全燃焼の.

おそれがあります。

エアシャッタを電源周波数の･

位置に調節すること

不完全燃焼の.

おそれがあります。

高地注意 金属配管の使用

アース工事

燃焼空気確保 エアシャッタ調節

他配線との
結束禁止
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開こん
開こんの際には、小型温風機を横倒ししないでください。

また、手荒く扱わないよう注意してください。

開こんが終わりましたら、下の付属品を確認してください。

ＫＡ－４０５Ｔ ＫＡ－４０５ＴＥ

① 取扱説明書 １ １

② 吹出口筒 － １

③
煙突固定ネジ

（タッピングネジ ５×１２Ｌ）
２ ２

④ ダクトバンド －（本体取り付け済み） ２

付属品について

①取扱説明書 ③煙突固定ネジ ④ダクトバンド②吹出口筒
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工事編

開
こ
ん
／
据
え
付
け

工
事
に
つ
い
て

据え付け

◆工事は、必ずお買い上げの販売店または工事業者に依頼してください
設置に不備があると感電や火災の原因になります。

◆火災予防条例、電気設備技術基準、電気工事法を必ず順守してください
施工不備により、感電、漏電、動作不良、または火災のおそれがあります。

◆施設園芸用以外に使用しないでください
この機械は施設園芸用です。他の用途には使用しないでください。

故障や事故のおそれがあります。

警告

施工にあたって、別売品を用意しています。

下表を参照のうえ、ご使用ください。

品   名 型 式 ・ 仕 様 備    考

 油配管セット
 ＢＯＰ－８０５Ｍ

温風機－タンク間
配管部品一式 ５ｍ

 ＢＯＰ－８１０Ｍ
温風機－タンク間
配管部品一式 １０ｍ

 オイルタンク

 ＢＯＴ－９９

タンク一式 ＢＯＴ－２００

 ＢＯＴ－４９０

 逃し管セット  ＢＯＰ－ＥＰ８Ｍ
リターンアダプタ
配管部品一式

 煙突セット  ＢＥＰ－ＨＢ１２０１
半直管（１本）、エルボ（２ヶ）.
給排気筒（１ヶ）、排気トップ（１ヶ）.
メガネ板（１ヶ）

 煙突直管  （φ１２０・ＳＵＳ３０４） 直管（１本）

 煙突半直管  （φ１２０・ＳＵＳ３０４） 半直管（１本）

 煙突エルボ  （φ１２０・ＳＵＳ３０４） エルボ（１ヶ）

 煙突Ｈトップ  （φ１２０・ＳＵＳ３０４） Ｈトップ（１ヶ）

 煙突メガネ板  （φ１２０） メガネ板（１ヶ）

 感震器  ＣＪＳ－Ｃ１１７Ｔ 感震器本体

 不完全燃焼警報器  ＳＧ－３０ 不完全燃焼警報器本体（連絡配線付）

 コーナーダクト  Ｌ－６３ 折径６３ｃｍ（４ヶ）

●お買い上げの販売店、工事業者またはお近くのネポン営業所にお問合せください。

別売品について
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据え付け場所の選定

◆危険物の周辺に据え付けないでください
火災や爆発のおそれがあります。

◆可燃物の周辺に据え付けないでください
火災のおそれがあります。

警告

据え付け場所は、必ず下記の注意に従い施工してください。

●屋内に水平に据え付ける。

●下図を参照して点検・掃除を行える十分なスペースをとる。

●燃焼空気取り入れ口を小型温風機の前面近くに設けられる場所に、据え付ける。

●小型温風機の電源が直接とれる場所に、据え付ける。

●火災予防条例上の離隔距離を十分にとる。

●近隣ヘの騒音を配慮した場所に、据え付ける。

●雨や水がかからない場所に、据え付ける。

●周辺に危険物や可燃物が無い場所に、据え付ける。

●ビニールハウスの出入口をふさがないように据え付ける。

●常時結露するような場所には、据え付けない。

建築物や可燃物との離隔距離（「東京都火災予防条例」の準拠例）

据え付け（つづき）

上から見た様子 正面から見た様子
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工事編

据
え
付
け

工
事
に
つ
い
て

搬入方法

下記のように取り付け、使用してください。

①下図のように、本体前後面に搬入用パイプ穴があります。.

キャップを外してください。

②搬入用パイプ穴にパイプを通してください。.

本体に開いている穴はφ３６ｍｍです。.

本体の重さ（ＫＡ－４０５ＴＭ：９８ｋｇ、ＫＡ－４０５ＴＥＭ：１０８ｋｇ）で

変形や破損しないような金属製パイプを使用してください。

③小型温風機を傾けず水平にして、静かに運搬してください。.

このときパイプが抜けないように、注意して運搬してください。

搬入用パイプ穴
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据え付け（つづき）

基礎工事について

基礎工事は、必ず下記の注意および基礎参考図に従い施工をしてください。

●小型温風機は、ブロック・コンクリートなどの耐火性の土台に直に据え付ける。

●木枠梱包をつけたまま、据え付けない。

■基礎参考図

◆木枠梱包は輸送時に製品を保護するものです。･

据え付け時は、必ず木枠梱包を外してください。

ご注意

KISO-CP4C
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工事編

据
え
付
け
／
オ
イ
ル
タ
ン
ク
・
油
配
管
の
施
工

工
事
に
つ
い
て

オイルタンク・油配管の施工

オイルタンクの設置

◆油配管は、必ず金属配管を使用してください
ゴムホースや樹脂配管などを使用すると、劣化して油漏れのおそれがあります。

注意

※オイルタンクと油配管は、ネポン純正品（別売品）をご使用ください。⇒

オイルタンクは、必ず下記の注意に従い施工してください。

●オイルタンクの据付けについては、所轄の地区の火災予防条例に従ってください。

●オイルタンク以外（ドラム缶等）をオイルタンクとして使用しないでください。

●オイルタンクにはドレンバルブの付いているものを使用してください。

●オイルタンクは、油面がいつでもバーナ中心より高く、.

かつ、１．５ｍ以上高くならないように設置してください。

●オイルタンクは小型温風機との間に防火上有効な遮へい板（防火壁）などが.

ない場合は、水平距離で２ｍ以上離してください。

●２００リットル以上１０００リットル未満のオイルタンクを設置する場合は、排油

ます、防油堤、通気管、通気口などが必要になります。.

また、この場合は「少量危険物の貯蔵・取扱届出書」と配置図を消防署へ.

提出しなければなりません。

●オイルタンクは熱・衝撃・振動を受けない場所に設置してください。

●オイルタンクの油配管には必ず逃し管を取り付けてください。

油配管施工例

◆逃し管がない状態で送油バルブを閉じますと、夏季、熱膨張により本体部品や･

油配管などが破損し、油漏れのおそれがあります。

ご注意

送油バルブ

47
ページ
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油配管の取り付け

油配管は、必ず下記の注意に従い施工してください。

●オイルタンクと小型温風機の間は、必ず金属配管で取り付けてください。

●油配管の横引き長さが１０ｍ以内の場合は、

ネポンの油配管セット（別売品）または、.

８mm 銅管で配管してください。.

１０ｍを越える場合は、１／２Ｂ銅管または

１５Ａ鋼管（ＳＧＰ）で配管してください。

●油配管の途中で、逆Ｕ字（中高）配管などの

空気がたまる配管にしないでください。.

（右図参照）

●油配管セットを使用しない場合は、ネジのサイズに十分注意してください。

●ハーフユニオンとフレアナット.

（油配管セット）の接続部には、.

シールテープを使用しないでください。.

（右図参照）

●ハーフユニオンをスパナで固定して.

フレアナットを締め付けてください。

●別売品のオイルタンク・油配管セット・逃し管セットについては、お買い上げの販売店、

工事業者またはお近くのネポン営業所にお問合せください。

お知らせ

空気だまり

逆Ｕ字 配管

ハーフユニオン
Ｇ１／４×Ｒ１／４φ８

フレアナット
Ｇ１／４

シールテープは

使用しないでください

オイルタンク・油配管の施工（つづき）
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工事編

オ
イ
ル
タ
ン
ク
・
油
配
管
の
施
工
／
電
気
配
線
の
施
工

工
事
に
つ
い
て

電気配線の施工

◆電気工事は、電気設備に関する技術基準、法令の基準を守ってください
施工不備により、感電、漏電、動作不良、または火災のおそれがあります。

◆電源配電盤には、漏電遮断器を取り付けてください
感電のおそれがあります。

警告

◆アース工事（Ｄ種接地）を確実に行ってください
故障や漏電のときに感電をするおそれがあります。

◆室温サーミスタリード線と他の電気配線は、･

いっしょに結束しないでください
誤動作をおこすおそれがあります。

注意

●使用する電源、電源用配線の電源太さと遮断器容量は、下表に従ってください。

＜電源用配線太さと漏電遮断器一覧表＞

型式 使用電源
電源太さ 漏電遮断器

容量４０ｍ以下 ４０～８０ｍ

ＫＡ－４０５Ｔ
ＡＣ２００Ｖ 三相 φ１．６mm（２．０mm2）φ２．０mm（３．５mm2） １５Ａ

ＫＡ－４０５ＴＥ

注）電線太さと漏電遮断器容量は、電力会社により異なる場合があります。

●漏電遮断機のついた小型温風機専用の配電盤を設けてください。

●電源回路の設置は電気設備の技術基準に従い、.

電気工事士の資格をもった方が行ってください。

●感電事故を防止するため、アース工事（Ｄ種接地工事、接地抵抗 100 Ω以下）を.

行ってください。

●配線類は 14
ページ

を 参照して引き出してください。

●室温サーミスタの感温部は、下記の条件に適したところに取り付けてください。

・本体及びダクトから３ｍ以上離れたところ

・温風が直接あたらないところ

・ハウス内の平均的な温度をよく感知するところ

・直射日光を受けないところ

◆室温サーミスタは、必ず接続してください。

◆外部サーモスタットを使用する場合でも、本体の室温サーミスタを･

接続してください。

ご注意
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●煙突セット・煙突部材については、別売品⇒　　　　を参照のうえ、･

お買い上げの販売店、工事業者またはお近くのネポン営業所にお問合せください。

お知らせ
47

ページ

47
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煙突の施工

煙突の取り付けについて

◆屋内排気は絶対にしないでください
屋内に排気すると運転中に排ガスが充満して危険です。

◆煙突を確実に接続し、しっかりと固定してください
風、振動、衝撃などで外れたりすると運転中に排ガスが屋内に漏れて危険です。

◆穴あきや変形のある煙突は、使用しないでください
運転中に排ガスが屋内に漏れて危険です。

警告

※煙突は、ネポン純正の煙突セット・煙突部品(別売品 )をご使用ください。⇒

■煙突施工の注意事項
煙突は、必ず下記の注意に従い施工してください。

●煙突は煙突設置基準に合った施工をしてください。.

煙突の施工方法は所轄地区の火災予防条例に従ってください。

●煙突は必ず排ガスが屋外に出るように施工してください。

●煙突のつなぎめに隙間がある場合や、横引きが長い場合は排ガスがもれないようにシー

ルしてください。

●煙突が外れると危険です。煙突はネジでしっかり固定してください。

●排気トップは排ガスが周辺にたまりやすかったり、突風を受けたりしない場所に.

取り出してください。

●先端から出る排ガスは、高温で危険です。.

周囲の人通りなどを配慮して取り出し方向を決めてください。

●煙突は雪や風の吹きだまりになるようなところ、ツララの真下になるようなところには

施工しないでください。

●煙突は周囲に危険物や可燃物のないところを選んで施工してください。

●煙突周辺に可燃物（枯れ葉、枯れ草、衣類や紙等）を近づけないでください。.

可燃物はあらかじめ取り除き、カーテンなどの可燃物は煙突に触れたり近づいたり.

しないように固定してください。

●メガネ板はハウスのパイプ（柱）に針金等で固定してください。

●煙突は強風などの被害を受けないよう、支柱や支線などで固定してください。

●燃焼用空気取り入れ口および排気トップは雪などでふさがらないようにしてください。

●煙突は集合煙突には絶対に接続しないでください。

●本体から排気トップまでの長さが３ｍ３曲がり以下で施工してください。.

それを越える場合は、異常燃焼することがありますので、絶対におやめください。
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工事編

煙
突
の
施
工

■煙突と煙突接続口との取り付け

右図のように、付属しているタッピングネジで、.

煙突接続口に煙突（別売品）を取り付けてください。

■煙突接続方向の変更

煙突の接続方向は右または左に変えることができます。

下図の様に煙突カバーと煙突エルボの向きを付け替えて、煙突接続口の方向を変えて

ください。

煙突接続方向の変更方法

①煙突カバーを固定している４ヶ所のタッピングネジを.

外して、煙突カバーを外します。

②煙突エルボを固定している２ヶ所のネジをはずして、.

煙突エルボの向きを変えてください。

③煙突エルボの向きを変えたら、煙突エルボを固定.

していたネジで固定しなおしてください。

④煙突エルボの向きに合うように煙突カバーを.

固定していた４ヶ所のタッピングネジで.

固定しなおしてください。

⑤煙突カバーと煙突エルボがしっかりと.

固定されているか確認してください。

工
事
に
つ
い
て

煙突
（別売品）

煙突接続口

タッピングネジ
（付属品）

煙突カバー

煙突エルボ

次ページにつづく
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■煙突の施工例
煙突の施工例を示します。

それぞれの状況にあった施工をしてください。

■煙突の貫通部
貫通するところは、必ずメガネ板を使用してください。

■可燃物との距離

カーテンなどは、本体や煙突に近づかないように、固定してください。

なお、可燃物との距離は、所轄の地区の火災予防条例に従ってください。

　給気口付煙突セット

　（ＢＥＰ－ＨＢ１２０１）

　を使用する場合

　煙突セットを

　使用しない場合

煙突の施工（つづき）
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て

燃焼用空気取り入れ口の施工

◆燃焼用空気を必ず確保してください
不完全燃焼のおそれがあります。注意

燃焼用空気取り入れ口について

燃焼用空気取り入れ口は、下記の注意に従い必ず施工してください。

●燃焼用空気取り入れ口は、必ず屋外からの燃焼用空気を取り入れることができ、.

決してふさがらない構造としてください。.

密閉された室内で運転すると、燃焼用空気が不足して不完全燃焼の原因になったり、

排ガスが戻り、事故の原因になります。

●燃焼用空気取り入れ口は、バーナ近くに設けてください。

●降雪地帯では、燃焼用空気取り入れ口に雪よけを設けてください。.

（「燃焼用空気取り入れ口の構造例」参照）

●燃焼用空気取り入れ口の大きさは、表１・表２を参考に、.

所轄の地区の火災予防条例に従い施工してください。

＜表１．燃焼用空気取り入れ口面積 一覧表＞

型 式
燃焼用空気取り入れ口 必要面積※１ ｃｍ２

（相当角穴 □ｃｍ）

ＫＡ－４０５Ｔ
１１００（３３□）

ＫＡ－４０５ＴＥ

※１：東京都火災予防条例施工規則より、スチールガラリ形状で算出

◆別売品の煙突セットにも燃焼用空気取り入れ口がありますが、･

必要とする燃焼用空気取り入れ口面積の一部です。･

煙突セットを使用する場合も、表２を参考に別途ハウス内に･

燃焼用空気取り入れ口を設け、合計が必要面積以上になるようにしてください。

◆マルハナバチ等の「特定外来生物」をハウス内で使用する場合は、空気取り入れ

口や給気口煙突セットの給気口に金網（目合い 4mm × 4mm）を設置してください。

ご注意

＜表２．煙突セットＢＥＰ－ＨＢ１２０１を使用する場合の燃焼用空気取り入れ口面積 一覧表＞

型 式

煙突セット 燃焼用空気取り入れ口

施工必要面積 ｃｍ２

（相当角穴 □ｃｍ）サイズ
燃焼用空気.

取り入れ口面積 ｃｍ２

ＫＡ－４０５Ｔ
φ１２０ １３０ ９２０（３１□）

ＫＡ－４０５ＴＥ

次ページにつづく
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■内張カーテンなど施工時の注意

●小型温風機本体にも空気取り入れ口があります。.

内張カーテンなどでふさぐことのないように施工してください。

●内張カーテンを使用する場合は、屋外から取り入れた燃焼用空気がカーテンの内側

に入るよう設置してください。（下図「燃焼用空気取り入れ口の構造例」参照）

●煙突セットを使用する場合も、燃焼用空気の通路を確保するよう.

特に注意してください。

●内張カーテンなどは、小型温風機のまわりから十分な距離をあけ、.

しっかりと固定してください。

■燃焼用空気取り入れ口の構造例

給気口付煙突セットを

使用する場合

燃焼用空気取り入れ口の施工（つづき）

煙突セットを

使用しない場合
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工
事
に
つ
い
て

エアシャッタ調節

◆エアシャッタを電源周波数の位置に調節してください
不完全燃焼のおそれがあります。

◆高地（標高１０００ｍ以上）で使用する場合、エアシャッタを「開」

方向に調節してください
高地では空気が薄く、標準のエアシャッタ位置では不完全燃焼のおそれがあります。
エアシャッタを「開」方向に調節して、燃焼状態を十分に確認してください。

注意

１．エアシャッタの開度切替

※�この製品は、エアシャッタを電源周波数６０Ｈｚに調節しています。･

５０Ｈｚ地区でご使用の場合は、エアシャッタを調節してください。

● 50Hz 地区でご使用の場合は、エアシャッタのネジを緩め、.

下図のように標準シャッタ開度（50Hz ゾーン「▼」位置）に合わせて.

ネジを締めてください。

● 60Hz 地区でご使用の場合は、シャッタ開度が標準シャッタ開度.

（60Hz ゾーン「▼」位置）になっているか確認してください。

●右図を参照して、地区の周波数を･

確認してください。･

境界周辺地区の方は、どちらの･

周波数が使用されているか、･

よく確認してください。･

周波数が不明な場合は、･

お近くの電力会社か･

電気店にご相談ください。

お知らせ

   新潟

長野

山梨

静岡

群馬

２．高地で使用する場合

高地（標高 1000 ｍ以上）で使用する場合は、特に注意して、燃焼状態が適正になる.

ようにエアシャッタを合わせてください。

調節するときは、専門業者または販売店、お近くのネポン営業所に依頼してください。

ネジ
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工事後の確認
工事が終わりましたら、下記のチェックシートにそって、点検をしてください。

確認欄 点 検 項 目

小型温風機は屋内（温室内）に設置されている。

床面は水平になっている。

小型温風機吹出口前方に６０ｃｍ以上の点検のためのスペースがある。

耐火性の土台（ブロックなど）に直に据え付けてある。

転倒しないように固定してある。

オイルタンクにドレンバルブが付いている。

オイルタンク（油面レベル）から小型温風機のバーナ中心までの垂直高さは.

１．５ｍ以内になっている。

オイルタンクは防火上有効な遮へい板などがない場合は、.

水平距離２ｍ以上離れている。

油配管はサイズが８ｍｍ以上の銅管である。

ただし、横引き長さが１０ｍ以上の場合は、１／２Ｂ以上の銅管または.

１５Ａ以上の鋼管（ＳＧＰ）である。

油配管は途中で中高配管や逆Ｕ字のようになっていない。.

（空気だまり部分がないこと。）

ダクトの太さ（サイズ）と本数は基準に適合している。

電源はＡＣ２００Ｖ三相で、電源容量は十分にある。

電源配線の太さ、長さ、ブレーカ容量は基準に適合している。

アース工事は確実に行われている。

室温サーミスタの感温部リード線は、他の電気配線と一緒に結束されていない。

燃焼用空気取り入れ口が施工してある。

煙突は所定の位置に設置されている。

煙突は排ガスを屋外に出すように施工されている。

煙突の接続部はネジでしっかり固定されている。

煙突と可燃物の距離は火災予防条例を守っている。

バーナのエアシャッタは地域の周波数位置に合わせてある。
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工
事
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認
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試
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工
事
に
つ
い
て

試運転

試運転前の準備

■給油 ⇒ 16
ページ

オイルタンクに灯油を入れてください。

■油配管のエア抜き ⇒ 25
ページ

給油後、オイルタンクの送油バルブを開き、オイルストレーナのところで油配管内の

エア抜きをしてください。

■油漏れの確認

油配管や本体などから油漏れがないか確認してください。

■室温サーミスタの確認 ⇒ 18
ページ

室温サーミスタ感温部が本体や吹出口から離れたハウス内の温度をよく感知する場所

に取り付けられていることを確認してください。

■電源

元電源を入れてください。

■煙突の確認 ⇒ 54
ページ

煙突が正しく接続されているか確認してください。

■燃焼空気取り入れ口の確認 ⇒ 57
ページ

燃焼用空気取り入れ口がふさがれていないか確認してください。

■吹出口周辺の確認 ⇒ 24
ページ

吹出口をふさいだり、ふさぐようなものがないか確認してください。

ダクトを小さく絞っていないか、無理に曲げていないか確認してください。

■送風機周辺の確認

送風機周辺に吸込みやすいものがないか確認してください。

■送風機回転方向の確認【小型温風機の場合】

送風機の回転方向を確認してください。

送風機スイッチを「手動」側に入れて、送風機が矢印の方向に回転することを.

確認してください。

回転方向が逆の場合は、電源端子台Ｒ．Ｓ．ＴのＲとＴを入れ替えてください。

次ページにつづく
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試運転の開始

■運転動作の確認

試運転前は、操作スイッチなどが次の状態になっていることを確認してください。

●運転スイッチが「停止」側に入っている。

●送風機スイッチが「自動」側に入っている。

●サーモスタットが０℃になっている。

送風運転（送風機の手動運転）

操 作 状 態 表 示

送風スイッチを

「手動」側に入れる
送風機が運転します

ランプはどれも点灯.

しません

送風スイッチを

「自動」側に入れる
送風機が停止します

ランプはどれも点灯.

しません

暖房運転（小型温風機の暖房運転）

操 作 状 態 表 示

運転スイッチを

「運転」側に入れる
設定温度が低いため、運転しません 運転ランプ（緑）点灯

室温サーモスタット

ツマミを

３５℃に合わせる

設定温度が室温より高くなり、運転を始めます

送風機とバーナ送風機が回り、約２０秒後に

バーナの燃焼が始まります

燃焼ランプ（緑）点灯

室温サーモスタット

ツマミを

０℃に合わせる

設定温度が室温より低くなり、バーナの燃焼が

停止します

燃焼停止後、送風機とバーナ送風機は.

回り続けますが、バーナ送風機は約２分後、.

送風機は約４分後に停止します

燃焼ランプ（緑）消灯

室温サーモスタット

ツマミを

３５℃に合わせる

再び自動運転に入ります

※一度着火すると、燃焼停止後約２分間は.

着火動作に入りません

燃焼ランプ（緑）点灯

運転スイッチを

「停止」側に入れる

バーナの燃焼が停止し、バーナ送風機は約２分後、

送風機は約４分後に停止します

運転ランプ（緑）消灯

燃焼ランプ（緑）消灯

室温サーモスタット

ツマミを

０℃に合わせる

設定が室温より低くなります
ランプはどれも点灯.

しません

試運転（つづき）



63

工事編

試
運
転

工
事
に
つ
い
て

■燃焼状態の確認

■初期運転時の異常について

油配管などにエアがたまっている場合は、不着火になります。

不着火が発生したときは、安全装置が働いて運転を停止し、.

不着火ランプが点灯します。⇒ 30
ページ

このようなときは、運転スイッチを「停止」にし、.

油配管のエア抜きをしてください。  ⇒ 25
ページ

・異臭がしないか確認してください。

・�煙突から煙が出ていないか確認してください。.

 煙が出ているときは、原因を取り除いてください。　⇒

・高地の場合は特に注意して燃焼状態を確認してください。　⇒

試運転が完了したら

試運転を行い異常がないことが確認されたら、この取扱説明書にそってお客様に.

使用方法、点検・お手入れのしかたを説明し、この取扱説明書を手渡してください。

36
ページ

59
ページ
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http://www.nepon.co.jp/

　保証とアフターサービス
詳しくは、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

〒150－0002　東京都渋谷区渋谷１丁目４番２号

URL：http://www.nepon.co.jp/

お客様へ

お買い上げ年月日、
販売店名を記入してください。 
サービスを依頼されるとき、
お役にたちます。

□ お買い上げ年月日／　　　　　　年　　  　 月　　  　 日

□ お買い上げ販売店／

電話番号（　　 　　 　 ）　　　　　　－

環境に配慮した紙を使用しています。 無断転載・不許複製禁止

　定期点検

注意 定期的に点検・整備を受けてください
整備不良がありますと、事故のおそれがあります。

この製品は、定期点検が必要です。
この製品の性能を維持し、安全にお使いいただくために、定期点検（有料）をお受けください。 
詳しくは、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

	■この製品に関するサービスについては、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

ネポン製品に関するお問い合わせは

ネポンお問い合わせホームページ

☎（046）247 ー 3195 月曜日～金曜日　9：00～17：00サービスセンター

お買い上げの販売店 お近くのネポン営業所または


